







　Adventures of Huckleberry Finn (1885) は北部を目指す逃亡奴隷 Jim と、彼の逃亡を支援する 
Huckleberry Finn の描写が作品の大半を占めている。また、道中にハックは、多数の奴隷とも接触
する。ここで現実の南北戦争前の旧南部の Missouri 州に目を向けると、8 家族中 7 家族は奴隷を
所有した経験が皆無であった (Greene 29)。ところが、本作で家庭内の状況が具体的に描かれてい
る 5 家族の内、Miss Watson、Grangerford 家、Wilks 家、Phelps 家が奴隷を所有している。唯一、
Judith Loftus の家庭のみが奴隷を所有していない。また、本作は、およそ 1835 年から 1845 年の旧
南部を舞台としている。作品が背景としている時期と重なる 1840 年の記録を参照すると、ハック


























と Tom Sawyer の間でも成立している。
　フェルプス農場でトムは銃撃で重傷を負い、ジムと共に川辺に残される。ハックが往診を依頼し
た医師の到着時には、白人の目を忍ぶ必要がある逃亡奴隷ジムは森に姿を隠し、トムは独りの状
態にある。医師は診察時のトムの容態に関して、 “ ‘. . . I see I couldn’t cut the bullet out without some 
help, and he [Tom] warn’t in no condition for me to leave, to go and get help; and he got a little worse and 



















1  白人ではなく奴隷が王様を積極的にリンチから救う理由に関しては他所で考察した。詳細は Maeda を参
照のこと (“Slavery” 32)。
－ 37 －
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に対して “ ‘[E]n ’bout eight er nine every skift dat went ’long wuz talkin’ ’bout how yo’ pap come over to 













と知力を有するジムが (Cox 175, Robinson, “Characterization” 215, David Smith 105)、彼の逃亡の密
告を白人に行う可能性があるハック2を口封じのために殺害しても、彼がハック殺害の罪に問われ
ないと判断するのは自然な流れである。従って、頑強な肉体を有し筋力でハックを圧倒するジム
が、特段の選択によってハックの生存を許しているとの解釈 (Beaver 177) は妥当性を持つ。やはり、
白人の生死を決定する奴隷という構図を作者は案出している。
　同一構図の偏在性に注意しつつ作品を読み進めると、詐欺師 2 人（王様と Duke）によって Silas 
Phelps に売却され捕縛された逃亡奴隷ジムは、詐欺師の過去の悪行を即座にサイラスに密告する。
ジムの密告が発端となって流布された情報の結果、詐欺師 2 人はリンチにかけられている。一方、
















員）がやってくる。バックは、遠望が利くハックに “He told me to watch out sharp and let him know 





　ハックは Mary Jane Wilks に、遺産相続人を名乗る 2 人が詐欺師である真実を告げたため、その
事実はいずれ周知となる。その際には、詐欺師の従者としての役柄を強いられているハックは生命
の危機に曝される。この点を懸念するハックは、彼が命の危機に瀕した際の救命をメアリーに依頼
する。これに対してメアリーは、“ ‘Stand by you, indeed I will.  They shan’t touch a hair of your head!’ ” 
(200) と述べ、ハックの保護を確約する。しかし、真正の遺産相続人が登場した後、相続人の真
贋の判断材料がある墓地へと連行される際のハックは、 “. . . ’stead of being fixed so I could . . . have 
Mary Jane at my back to save me and set me free when the close-fit come, here was nothing in the world 













3  ハックの詐欺師に対する極めて積極的な救命意欲の本質に関しては他所で議論した。詳細に関しては 
Maeda を参照のこと (“Huck” 7-11)。
－ 39 －































女と Harney Shepherdson の駆け落ちが原因となり、長年敵対関係にあった、2 人が所属する両家
の間で全面戦争が勃発する。その戦いにおける親友バックの戦死を目撃した後のハックは、“. . . I 
－ 40 －
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reckoned I was to blame, somehow. . . .  I judged I ought to told her [Sophia’s] father about that paper and 
















く重要な鍵となる複数の情報をハックは確保している。そのハックは “a capacity of understanding 
which is far richer in insight than Tom’s” (Chadwick-Joshua 119) を有し、聡明さの点でトムを圧倒し












(Beaver 177, Robinson, “Characterization” 211)。しかし、白人への支配力を行使するのはジムに留ま
－ 41 －















































に、グレンジャーフォード家内の白人は全員が暴力死の可能性と直面している。他方、奴隷は “ ‘I 
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亡した際に、人々は父親をハック殺しの容疑者と誤認し、即座にリンチにかけようとする (68)。そ























































なのだ。その王様の内面性は、“the most distressing examples of human depravity” (Nichols 211)、あ
るいは、“The black-hearted” (Wieck 114) と評されている。このような非人間性をワトソン嬢は王様
と共有している可能性が強い。加えてジムは、妹の命の恩人ハックを殺害した容疑者である。以
上の状況にもかかわらず、ワトソン嬢は遺言でジムに最大限の人道的配慮を示している。当然な
がら、ワトソン嬢の遺言の不自然さを複数の論者が一致して指摘している (Leonard 196, Lester 203, 



























　まず、フェルプス家の Aunt Sally がハックに語る、蒸気船の爆発事故で負傷し、その後死亡し
た人物（白人）に関する回想に注目したい。その人物は負傷が壊疽に悪化し、切断手術の後に、














　まず、墜落事故による白人の死体は、“just a kind of a layer”、“[T]hey slid him [corpse] edgeways 










　別場面に注目すると、物故者 Emmeline Grangerford は生前、近隣に死者が出る度に即座に死者
を悼む詩を創作した上で、その家に駆けつけていた (122-24)。そのような彼女の死者への追悼手
法は、“glossly inappropriate for expressions of woe with any real substance”、あるいは、 “more than 
ineptitude” (Blair 230) と評されるほど常軌を逸している。彼女の “fascination with death” (Rasmussen 
181) という感性と併せて、彼女の人物像の特異性が際立たされている。さらに、そのエメリンが
詠んだ追悼詩の一作品全体がハックによって紹介されている。その結果、子供の溺死の詳細が、




付されている (105, 123) 点に注意すべきだ。なぜなら、本作の挿画の基調は “funny” であり、叙述
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swelled up pretty big, and so did his leg . . .” (64). という重篤な状況に陥る。逃亡奴隷であるため、投
薬等の治療が受けられないジムに可能な処置は、ウィスキーの摂取と迷信に根ざす呪いのみであ
る。しかしながら、“[B]y and by the drunk begun to come, and so I judged he was all right. . . .  Then 
the swelling was all gone and he was around again” (64). と、ウィスキーの摂取によって症状が改善し
た印象を与える叙述をハックは展開し、その後ジムは快癒する。次いで、筏が蒸気船と衝突した際





“[E]verything had to clear the way or get run over and tromped to mush, and it was awful to see” (161). と
描写されている。このように、リンチに向かう群衆は重篤な事故に遭う危険に曝されている。他
方、同一場面の奴隷は、“[T]here was nigger boys in every tree, and bucks and wenches looking over 






与えられるパンにトムが金属片を含ませたため、“[I]t most mashed all his teeth out . . .” (256). という
状況にジムは陥る。ジムは、小屋に持ち込まれた鼠や蜘蛛に噛まれている (271)。さらに、トムか
ら要求された諸行動の結果、“[W]e was all pretty much fagged out, too, but mainly Jim” (271). とジム
は疲労困憊し、この点は医師からも強調されている (289)。これらの状況から、トムのジムに対す
る姿勢は “complacent and ruthlessly sustained sadism” (Beaver 105) と評されるが、トムの自分自身へ
の処遇を視野に入れた際に、どのような位置付けができるであろうか。
　ジム救出の下準備を行うトムは、“get us all killed” (242)、“most busted his [Tom’s] brains out” 
(244)、“got burnt pretty much all over . . . and eyes put out with the smoke” (262)、“near mashing us” 




際、2 人は “near mashing us” (266) と事故死寸前に至る。ところが、その後、ジムとハックが同一
－ 48 －
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を境に彼女には “warn’t ever the same” という変化が生じ、“pined away” となり、“did not live long” 
(124) という結末を迎える。このように、ハックの伝聞の形で伝えられる彼女の病死の顛末も究極
的に奇妙である。また、エメリンの近隣の死者に対する追悼活動の描写に、“Every time a man died, 
or a woman died, or a child died . . .” (124). という叙述が含まれるため、白人の傷病死者が間断なく
生じているイメージも生成されている。さらに、ハックはピーターの病死体に触れる機会があり、
その際の “so cold” (192) という触感が具体的に叙述されている。以上の通り、病死する白人の有様
も、死因、頻度、感触の側面から、やはり読者の記憶に残り易い印象的な提示がなされ、病死と白
人との近接性のイメージも生成されている。
　他方、作中で唯一健康体でなく、死との距離が最も近い奴隷は “a sick nigger” (146) である。そ











　奴隷制が存在した旧南部諸州の公的法規に関して、“Slavery exerted a profound influence on capital 
punishment in the South, with southern states creating slave codes that specified numerous capital offenses 









切断や焼印など肉体を棄損させる傾向が強かった (Johnson, “Punishments” 604)。焼印の使用や体の
切断は 19 世紀半ばまでは奴隷への一般的処罰として採用され、その後漸減するが消滅には至らな
かった (Stampp 188, 210)。このように、公的処罰は、奴隷を白人以上に死に近接させた。
　公的法規の他に、奴隷所有者が奴隷に対して私的に定めた規則もあり、これに反した奴隷にも処
罰が加えられたが、極端な例に至っては奴隷の身体を解体するなど、その暴力性は司法による公的
処罰より苛烈で、かつ行使される頻度もより高かった (Johnson, “Punishments” 604)。私的処罰に関
しては、“Most of this violence took the form of corporal punishment designed to keep slaves subordinate. 
. . .  Slaves were routinely whipped, beaten, raped, tortured, and killed to preserve slavery and white racial 




　所有者の対奴隷暴力の苛烈さは、“Cruelty of masters and overseers ranked high among the reasons 
for running away” (Campbell 651). との分析の通り、奴隷の所有者からの逃亡の主因であった。同様
の見解は他にもある (Stampp 113)。しかも、逃亡後に捕獲された奴隷に対する処罰も “severe” であ
り (Campbell 652, Stampp 171)、“hell” (Dempsey 170) に例えられるものであった。具体的には、常
習的に逃亡する奴隷は足を切断された (Johnson, “Punishments” 604)。つまり、所有者の暴虐性から
の逃避の試みは、さらに過酷な懲罰を招く可能性を孕んでいた。
　そもそも、暴力不在では旧南部の奴隷制を機能させることは不可能で、奴隷制と暴力とは不可
分の関係にあったとの見解で論者は一致している (Beckert 240, Dempsey 90, Mcnair 167, Nisbett 58-
59、Oakes, Slavery 7, Stampp 171)。例えば、奴隷による “Poor work” ですら、鞭打ちの対象となった 
(Genovese 65)。その結果、ほぼ全員の奴隷所有者が鞭打ちを行い、鞭打ちを免れた奴隷はほぼ皆無
であった (Johnson, “Whipping” 812, Kolchin 121, Stampp 174)。このように日常的に行使された鞭打
ちが奴隷を死に至らしめた場合も多く (Fogel 144, Genovese 65)、処罰は常に残虐行為に発展する可
能性を孕んでいた (Stampp 178)。以上の通り、奴隷は所有者からの処罰による死の危機とも日常的
に直面していた。この現実は以下の通り、奴隷の子にとっても無縁ではなかった。
　まず、奴隷の親は、白人の “abuse” から我が子を保護することに全霊を傾けた (Blassingame 186, 





力に曝されていた。さらに、地域の秩序を維持するために結成された slave patrols は “erratic acts of 






　さらに、自殺は奴隷が所有者に対して行い得た抵抗の一形態であった (Foner 135, Mensh 83, 
Silkenat 182, Stampp 128)。具体的には、奴隷売買の結果、子供と離散することが決まったミズー
リ州の奴隷の母親が斧で子の手を切断した後に自殺した例や、子供 3 人と共に井戸で投身自殺し
た例 (Foner 56) などがある。加えて、病気と奴隷の関係について、“In addition, a variety of ailments 
resulted from the slaves’ poor diet, inadequate clothing and shelter, and miserable working conditions” 
(Oakes, Ruling 110). という観察がある。その上、奴隷は肉体を棄損される処罰を多く受けたが、懲
役刑を科されたとしても、奴隷が収監される牢獄は不衛生極まりなく、猛烈な寒気と暑気に曝さ
れ、非常に劣悪な環境であった (Johnson, “Punishments” 604)。このように、奴隷は白人以上に、病
死とも近接していた。
　他方、旧南部の白人の大半が医者の治療を受けた経験がない一方で、奴隷は、白人よりも手厚い




は奴隷の病状を悪化させる結果を頻繁に招いている (Fogel 120-21, Savitt 313)。
　以上に確認できた奴隷の生活環境の結果、当然ながら、奴隷の死亡率は白人よりも高かった 
(Engerman 184, Oakes, Ruling 111)。本作が背景としている時代（1835 年から 1845 年頃）に近い
1850 年時点の記録を参照すると、奴隷の平均寿命は白人よりも 12％低かった (Fogel 126)。しかも、
奴隷の死亡は白人の場合ほどは厳密に記録されなかったため、実際は国勢調査で得られた数値以上
に奴隷と白人の平均寿命の格差は大きかった (Stampp 318)。さらに、1850 年の奴隷の幼児の死亡




白人の場合は 1.2% だったのに対して、奴隷の場合には 9.3% にも上った (Fogel 124)。奴隷の幼児
－ 51 －




Death spared children from the harsh realities of slavery their parents faced.  If some parents felt 
a sense of relief when their offspring died, it is reasonable to think that it was because they did not 





ると、奴隷よりも遙かにリンチの対象となり易かった (Dale Smith 138)。また、奴隷制廃止後のミ
ズーリ州では、当地から去らない場合は殺害するとの脅迫が自由黒人になされ、かつ実行されてい
る (Dale Smith 170)。さらに、奴隷制廃止後の 1882 年から 1889 年（本作が出版された 1885 年近
辺）の記録を参照しても、南部で起きたリンチの 72％は白人によって自由黒人を対象にして行わ
れ、その一方で、白人が白人を対象として行った割合は 16% に留まった (Hill 30)。他方、1860 年





る現場をトウェインは 10 才時に故郷で目撃している (Dempsey 88)。さらに彼は少年時代に故郷で、






　以上の、奴隷に関するトウェインの見聞との絡みで、未完に終わった本作の続編 “Tom Sawyer’s 





Conspiracy” を眺めると、この作品には “a truer picture of the conditions of slaves in Missouri” (Loving 
17) が提示されている。具体的には、奴隷解放後のジムが冤罪でリンチにかけられる寸前に至って
おり、“[B]lack lynchings in the South were mounting” (Loving 17). という、作品執筆時の南部の自由
黒人の危機を作者が把握していた点が読み取れる。本作は作者が 62 才の 1897 年にスイスで執筆
されている (Rasmussen 476)。南部で生育したトウェインは 1871 年以降、主にアメリカ北部に定住
し、1891 年以降は主にヨーロッパに居住している (Rasmussen xv-xxi)。北部定住後の 1871 年から













と、自由黒人となったジムは、“In fact, because of the Fugitive Slave Act of 1850, all the powers 
of government . . . were ranged against Jim’s survival as a free man, even in a ‘free’ state” (Barksdale 
51). という環境に置かれる。しかしながら、彼が自由黒人となった直後に作品が終了するため、
“presumably lives happily ever after” (Loving 17) という、現実離れした印象がジムの未来に付随する。
また、捕縛後の逃亡奴隷ジムに皆が加えるであろうとハックが想定する罰、“[E]verybody naturally 
despises an ungrateful nigger, and they’d make Jim feel it all the time . . .” (221). も微温的で、既出の南
部の現実 (Johnson, “Punishments” 604) から大きく乖離している。さらに、ハックの筏での逃亡奴
隷の隠匿を疑い筏の検分を主張する slave-hunters は、筏にいる父が天然痘に罹患しているとのハッ
クによる示唆（虚偽）を真に受け、筏の検分を放棄し虚偽情報によって喚起された同情心からハッ
クに 40 ドルを譲渡する。この彼らの行動に対しては、“moral credit” に値するとの評価が下されて
いる (Cox 177)。その上、ハックは受け取った 40 ドルの半分の 20 ドルをジムに与えたため、slave-
hunters は知らずしてジムの逃亡を利している6。また、slave-hunters は 5 名の逃亡奴隷を追跡して
いる最中であったが、この追跡劇の結末も描写されていない。他方、現実の slave-hunters は、逃亡
－ 53 －
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奴隷の捕縛の他に、逃亡への警告を企図して射殺も行っている (Dempsey 170)。一方、逃亡奴隷も



















奴隷の処遇に関して彼は、“mild” (39)、あるいは、“Cruelties were very rare and exceedingly and 
wholesomely unpopular” (39). と述懐している (Twain, Autobiography)。しかしながら、これらの記述
の直後には、奴隷が些細な違反が原因で白人によって殺害されるも、殺害された奴隷に皆は無関心
で、奴隷という財産を失った所有者にのみ強い同情が寄せられた事実を述懐している (40)。さらに
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